
虹
見
る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す

ど
こ
か
ら
虹
が
で
て
い
る
の
か
は
し
っ
こ
を

追
い
か
け
て
し
ま
い
た
く
な
り
ま
す

幼
い
頃
は
う
え
を
歩
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

神
秘
的
な
太
陽
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

二
本
の
虹…

み
な
さ
ん
に
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

雲仙市社会福祉協議会
広報誌

平成23年3月1日発行
　　　　　　  も　く　じ
Memorys of Topix～１年間の振り返り…（２～３）

トピックス（４～５）
地域福祉権利擁護事業（６）
会費及び寄附金の使われ方（７）

弁護士・心配ごと相談（８）
善意の御寄附（９）お知らせ・その他（10）
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Memorys of Topix!
あゆみあゆみ

　今年度も会費・寄附金・共同募金配分
金等みなさんのご協力によりたくさんの
事業や行事を行うことができました！
　多くの皆様にご参加いただき、感謝し
ています。今年度１年の思い出を一緒に
振り返ってみましょう！

ラ
ン
テ
ィ
ア

キ
ャ
ン
プ

３
回
社
会

福
祉
大
会

齢
者
福
祉

ス
ポ
ー
ツ
大
会

イ
ク
ア
ッ
プ

教
室

育
園
、
児
童
館

保
育
所
お
遊
戯
会

際
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ

と
ま
り

ス
ク
ー
ル

峰
児
童
館

木
場
保
育
所

合
同
親
子
旅
行

２

ボ

第

高

メ

保

国

お

下
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新
入
学
児
童
黄
色
い
帽
子

配
布
事
業

ハ
イ
カ
ラ

料
理
教
室

高
齢
者
福
祉
大
学

草
木
染
講
座

ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
集
い

保
育
園
、
児
童
館

保
育
所
運
動
会 福

祉運
動
会

リ
ン
グ
プ
ル
を
回
収

し
て
車
椅
子
を
寄
贈

し
て
頂
き
ま
し
た

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
23
年
度
も

ピ
ョ
〜
ン
と
飛
躍
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す



と
ぴ
っ
く
す

と
ぴ
っ
く
す
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木
場
保
育
所
下
峰
児
童
館

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

平
成
22
年
も
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
す
る
12
月
の
下

旬
、
木
場
保
育
所
・
下
峰
児
童
館
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
サ
ン
タ
の
登
場
に
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
か
せ
、
大
喜
び
の
様
子
で
し
た
。
一
緒
に
歌
を
歌
っ

た
り
お
遊
戯
を
披
露
し
た
り
、
サ
ン
タ
さ
ん
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

上：木場保育所にやってき
た、りっぱなおひげのサン
タさんです

右：下峰児童館でプレゼ
ントを配るサンタさん
プレゼントは何かな～

木
場
保
育
所
下
峰
児
童
館

交
通
安
全
教
室

　

木
場
保
育
所
及
び
下
峰
児
童
館
で
は
２
ケ
月
に
１
回

交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
協
会
交
通
指
導
員
の
方
が
、
毎
回
手
作
り

の
教
材
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、

今
回
は
『
寒
い
日
の
注
意
・
標
識
の
種
類
と
意
味
・
踏

み
切
り
の
渡
り
方
』
を
学
び
ま
し
た
。　

　

交
通
教
室
を
通
し
て
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
身
に
付
け
、
事
故
の
な
い
毎
日
を
送
り
た
い
で
す
。

ふ
れ
あ
い
給
食
事
業

餅
つ
き
大
会

　

12
月
18
日(

土)

千
々
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
橘
荘
に

お
い
て
、
ふ
れ
あ
い
給
食
事
業
の
一
環
と
し
て
餅
つ
き

大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
千
々
石
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
会
や
い
き
い

き
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、

昔
な
が
ら
の
杵
と
臼
を
使
っ
て
約
１
０
０
０
個
の
餅
を

つ
き
、
千
々
石
地
区
の
概
ね
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　

年
末
の
安
否
確
認
を
兼
ね
て
行
っ
て
い
る
こ
の
事
業

を
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
も
あ
り
、

優
し
く
て
温
か
い
地
域
の
き
ず
な
を
感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ボランティアさんと一緒に餅つき！

おいしくな～れ！おいしくな～れ

上：踏切を渡る練習をしています

左：交通指導員のお姉さんと一
緒に勉強しました！
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下
峰
児
童
館 

節
分
祭

　
２
月
３
日
（
木
）
、
下
峰
児
童
館
で
は
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
、
手
作
り
の
鬼
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
み

ん
な
で
豆
ま
き
を
す
る
節
分
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
心
の
中
に
い
る
悪
い
鬼
に
、

　
「
鬼
は
〜
外
！
」

　
今
年
も
病
気
や
怪
我
の
な
い

一
年
に
な
る
よ
う
に

　
「
福
は
〜
内
！
」

　
子
ど
も
達
の
元
気
い
っ
ぱ
い

の
姿
に
鬼
も
逃
げ
て
い
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

北
野
保
育
園 

お
遊
戯
会

　
2
月
13
日
（
日
）、
北
野
保
育
園

で
は
お
遊
戯
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
踊
り
や
歌
な
ど
、
園
児

が
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
成
果

が
披
露
さ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
園
児
の
色
々
な

表
情
が
見
ら
れ
た
お
遊
戯
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
ご
来
場
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、

子
ど
も
達
の
成
長
し
た
姿
を
目
に

し
、
心
温
ま
る
ひ
と
時
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

竹
細
工
教
室

　
１
月
13
日
（
木
）
と
２
月
15
日 (

火) 

の
２
日
間
、瑞

穂
ヘ
ル
シ
ー
会
館
に
お
い
て
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
的
に
竹
細
工
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
瑞
穂
町
内
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
昔
懐
か

し
い
竹
と
ん
ぼ
作
り
を
し
ま
し
た
。
竹
と
ん
ぼ
は
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
の
が
難
し
く
、
参
加
者
の
方
々
は
時
間
の

経
つ
の
も
忘
れ
て
、
黙
々
と
作
品
作
り
に
熱
中
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
中
に
は
女
性
の
方
も
参
加
さ
れ
、
く
る
く
る
と
回
る

竹
と
ん
ぼ
に
、｢

よ
か
で
す
ね｣

「
癒
さ
れ
ま
す
ね
」
と

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

ＥＭ活性化液を海に投入しました

上村先生とEMについて勉強しました！

Ｅ
Ｍ
っ
て
す
ご
い
で
す
ね

〜
環
境
問
題
を
考
え
る
〜

　
１
月
29
日
（
土
）
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
少
年
少
女
探
偵

団
（
団
長
安
部
眞
美
さ
ん
以
下
17
名
）
は
、
環
境
問
題

の
一
環
と
し
て
、
Ｅ
Ｍ
＝
有
用
微
生
物
群
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雲
仙
市
Ｅ
Ｍ

の
会
の
上
村
誠
先
生
よ
り
、

Ｅ
Ｍ
に
つ
い
て
知
識
を
深

め
た
後
、
先
生
の
指
導
で
、

米
の
と
ぎ
汁
Ｅ
Ｍ
発
酵
液

づ
く
り
に
挑
戦
。
初
め
て

の
挑
戦
で
あ
り
、
緊
張
し

た
手
つ
き
で
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
先
生

手
づ
く
り
の
Ｅ
Ｍ

活
性
液
を
、
全
員

で
近
く
の
海
に
投

入
し
ま
し
た
。
団

員
に
と
っ
て
は
、

環
境
問
題
を
身
近

に
考
え
る
い
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
黙
々
と
一
生
懸
命
竹

と
ん
ぼ
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

よ
く
飛
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

作品例
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あんしんおてつだい

　この事業では、認知症や知的・精神障害等により日常生活を送る上で
不安のある方が、地域において安心し、できる限り自立した生活が送れ
るようお手伝いをしています。

①相談（無料）
　ご本人以外の方からの相談も受け付け
　られます。

↓
②訪問・調査（無料）
　専門員がご自宅や施設等に訪問し、お
　話をうかがいます。

↓
③支援計画の作成（無料）
　ご希望のサービス内容やお手伝いの方
　法等についてご本人と専門員が一緒に
　考えます。

↓
④契約締結（無料）
　作成した計画にご納得いただいてから
　契約を結びます。

↓
⑤援助（有料：1回、1,000 円）
　支援計画に沿って生活支援員がお手伝
　いをします。
　※生活保護を受けておられる方は無料
　　です。

次の①を基本として、②・③・④のサービス
を併せて利用することができます。

①福祉サービスの利用援助
　ご本人にあった福祉サービスを利用で
　きるようお手伝いします。

②日常生活上の事務手続きサービス
　住民票の届出など行政手続等のお手伝
　いをします。

③日常的な金銭管理サービス
　預貯金の出し入れや様々な支払いのお
　手伝いをします。

④書類等の預かりサービス
　預貯金の通帳や実印等をお預かりいた
　します。
　※宝石や骨董品等をお預かりすること
　　はできません。

専門員とは…
　相談から契約までのお手伝いをし
　ます。
生活支援員とは…
　支援計画に沿って、ご自宅や施設
　等を訪問し、お手伝いをします。

ご相談、お問い合わせは！
福祉あんしんセンター雲仙（雲仙市社協内）
☎0957－36－3766まで

●雲仙市在住の方
●認知症高齢者、知的障害者、精神障害
者等であって、日常生活を営むのに必
要な福祉サービスを利用するための情
報の入手、理解、判断、意思表示を本
人のみでは適切に行うことが困難な人、
及び本事業の契約の内容について判断
し得る能力を有していると認められる
人。

　利用できる方 　相談から援助までの流れ

　サービス内容

地域福祉権利擁護事業
（日常生活自立支援事業）



雲仙市社会福祉協議会のいろはのい
・・・　・

会費・寄附金はどのように使われるのですか？

　会費・寄附金は、前年収入額の約 60％（8,511,000 円）
を各事務所で行うさまざまな地域福祉事業に、40％
（5,543,000 円）を市内全域で行う弁護士相談をはじめ
とする各種事業、広報活動、理事会、評議員会等社協運
営の経費として活用させていただくようにしております。
　また、昨年度、共同募金会雲仙市支会にお寄せいただ
きました赤い羽根共同募金（8,188,645 円）をもとに、
雲仙市社会福祉協議会へ 6,139,000 円が平成 22 年度の
事業費として配分され、会費・寄附金と合せて、以下の
地域福祉事業に活用されます。

【会費・寄附金の約６０％分】8,511,000 円
　　　　+【共同募金配分金】6,139,000 円

　　児童・青少年福祉のために…3,095,000 円
　　　・新入学児童黄色い帽子配布事業
　　　・ボランティアキャンプ事業
　　　・国際ワークキャンプ事業
　　　・学校等図書配布事業
　　　・福祉協力校事業
　　　・その他

雲仙市社協だより
「にじ」第42号

　　母子・父子福祉のために…190,000 円
　　　・母子寡婦等支援事業
　　　・その他

　　福祉育成・援助のために…1,327,000 円
　　　・福祉運動会（町単位開催分）
　　　・子育てサロン等事業
　　　・その他

　　地域福祉のために…6,934,000 円
　　　・福祉推進員活動助成
　　　・小地域福祉推進事業
　　　・いきいきサロンサポーター
　　　・寄附者初盆等お供え事業
　　　・その他

　雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会

費
と
は
な
ん
で
す
か
？

　

皆
様
か
ら
の
会
費
及
び
寄
附
金

は
社
協
の
重
要
な
自
己
財
源
で
す
。

　
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地

域
に
お
け
る
全
て
の
人
々
が
生
き
が

い
を
持
っ
て
充
実
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
ま
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
人
々
を
地
域
の
仲
間
で
支

え
あ
い
、
励
ま
し
あ
う
社
会
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意

が
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
分
野
の

活
動
を
支
え
る
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
展
開
し
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
期
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　高齢者福祉のために…2,849,000 円
　　　・高齢者スポーツ大会（ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ・ﾍﾟﾀﾝｸ等）
　　　・高齢者ふれあい給食事業
　　　・高齢者生きがいづくり事業
　　　・要援護高齢者安否確認事業
　　　・その他

　　障がい児・者福祉のために…362,000 円
　　　・障がい児・者支援事業
　　　・その他

　　ボランティア活動のために…893,000 円
　　　・地区ボランティア連絡協議会支援事業
　　　・ボランティア育成・養成事業
　　　・ボランティア研修事業
　　　・その他

【会費・寄附金の約４０％分】
　　各種事業　5,543,000 円
　　　○弁護士相談
　　　○ボランティアフェスティバル
　　　○高齢者福祉スポーツ大会
　　　○広報活動
　　　○社協運営経費
　　　○その他

4
　会
費
及
び
寄
附
金
等

を
活
用
し
て
行
っ
て
い

る
事
業
を
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は…

会
福
祉
大
会

社　社会
福
祉
関
係
者
及
び
地
域
福

祉
の
向
上
を
願
う
関
係
機
関
・
団

体
や
市
民
の
皆
様
が
一
堂
に
集
い
、

社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
地
域
ぐ
る
み
の

福
祉
活
動
の
推
進
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
社
会
福
祉
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
隔
年
で
開
催
し
、
平
成
22
年

度
に
お
い
て
は
、
第
３
回
雲
仙
市

社
会
福
祉
大
会
を
国
見
町
文
化
会

館
ま
ほ
ろ
ば
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
事
業
協
力
者
等
の
表

彰
、
講
師
の
先
生
を
お
招
き
し
て

の
講
演
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
回
、
平
成

24
年
度
開
催
の

際
に
は
地
域
の

皆
様
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
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　『弁護士相談』では、相続・離婚・金銭トラブルなど生活上の法律問題について、弁護士
が「無料」で相談に応じます。皆様の秘密は守られます。どんなことでも気軽に相談下さい。

開催時間　13：30～ 17：00

～弁護士相談に関する注意事項～
１．相談が混み合ってきますの
　　で、少しでも早めに遅くと
　　も相談日の２日前までに、
　　本部事務所（36-3766）
　　まで必ず電話で相談の予約
　　をして、ご来所下さい。
　　ご予約の際に、氏名・連絡
　　先・簡単な内容・相手方な
　　どをお聞きします。

２．相談は、１件（１組）30 分以
　　内とし、１日に７件（７組）ま
　　でとなります。

３．都合により相談員が変更に
　　なる場合があります。

◎ 小林 清隆 先生
　　『幸町法律事務所』
　　諫早市幸町７番２７号アスカビル２Ｆ
◎ 森本 精一 先生・湯川 優子 先生・山下 雄一先生
　　『森本精一法律事務所』
　　諫早市高城町５番１０号 諫早商工会館４階

～弁護士の先生の紹介～

８

＊この相談事業は、会費及び寄附金を財源に行っています。

国見総合支所

まほろば

千々石老人福祉センター

←島原方面 諫早方面→

千年の湯

JA西郷GS

瑞穂総合支所瑞穂町公民館

す
こ
や
か
ラ
ン
ド

ふ
れ
あ
い
広
場

←諫早方面 島原方面→

雲
仙
市
役
所

ふ
る
さ
と
会
館

商
工
会
吾
妻
支
所

JA

吾妻体育館安藤病院

吾 妻 駅

←諫早方面 島原方面→

愛野小学校

雲仙市商工会 Aｺｰﾌﾟ
ビッグキッチン

千々石方面→

←諫早方面

←吾妻方面

旧千々石
　幼稚園

千
々
石

総
合
支
所

小
学
校

JA
千々石SS 親和銀行

日本郵便

堀川医院

諫
早
方
面
↓

↑
小
浜
方
面

←諫早方面 南串山方面→
小浜総合支所

バスターミナル

ハマユリッ
クスホール

←南島原方面

諫早方面→

開催場所略地図
国見町総合福祉センター瑞穂ヘルシー会館

吾妻就業改善センター

愛野保健福祉センター

小浜老人福祉センター

南串山保健福祉センター

■
○

○

○

○

○○○

○
○○

○

○

○

十八銀行○

十八銀行○

○○

■

■

ＥＮＥＯＳ

愛野町公民館

○

○
○

○
○○

親和銀行
○

○
○

○

○

○

○
○

○

■
■

■■ 小浜消防署

専照寺
○

吾妻就業改善センター
南串山保健福祉センター
愛野保健福祉センター
国見総合福祉センター
千々石老人福祉センター
瑞穂ヘルシー会館
小浜老人福祉センター

小林清隆 先生

小林清隆 先生
小林清隆 先生
山下雄一 先生

湯川優子 先生

湯川優子 先生

小林清隆 先生

　３月　２日（水）

　４月２０日（水）
　５月１２日（木）

吾妻就業改善センター 小林清隆 先生　５月１８日（水）

　３月 1０日（木）
　３月 2３日（水）
　４月　６日（水）

開　催　日 相　談　員開　催　場　所

心配ごと相談のご案内
　雲仙市社会福祉協議会各事務所では、心配
ごと相談も受け付けております。
　市民の皆様の暮らしや福祉・人権・家族・
教育・住宅など、誰でも日常生活の中で抱え
ている心配ごとを、あなたと一緒になって考
え、解決するための方法を模索します。
　秘密は必ず守られます。

　４月１４日（木）

弁護士相談開催日程弁護士相談開催日程
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平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
一
日

　〜
平
成
二
十
三
年
二
月
十
日
受
付

９

◎
一
般
寄
附
（
見
舞
い
返
し
含
）

○
　
千
々
石
事
務
所

　
▼ 

木

　戸

　澄

　夫

　様
　
平
和

　
▼ 

平

　山

　ひ
ろ
み

　様
　
日
ノ
田

　
▼ 

田

　中

　英

　代

　様
　
神
ノ
下

　
▼ 

山

　本

　ミ
ス
エ

　様
　
河
内

◎
香
典
返
し
寄
附

○
　
国
見
事
務
所

　
▼ 

内

　田

　定

　洋

　様
　
川
西

　
　  

故
　
内
田
シ
ヅ
コ
　
様

　
▼ 

栗

　原

　義

　宏

　様
　
百
花
台

　
　  

故
　
栗
原
　
義
孝
　
様

　
▼ 

木

　村

　昭

　一

　様
　
西
里

　
　  

故
　
木
村
　
純
芳
　
様

　
▼ 

久

　世

　タ
マ
エ

　様
　
川
東

　
　  

故
　
久
世
　
弘
庸
　
様

　
▼ 

福

　田

　マ
サ
ヨ

　様
　
轟
木

　
　  

故
　
福
田
　
俊
治
　
様

　
▼ 

南

　
　
　善

　明

　様
　
愛
野

　
　  

故
　
南
　
利
栄
子
　
様

　
▼ 

矢

　倉

　政

　光

　様
　
金
山

　
　  

故
　
矢
倉
キ
ミ
子
　
様

　
▼ 

前

　田

　靖

　彦

　様
　
山
ノ
上

　
　  

故
　
前
田
　
直
清
　
様

　
▼ 

内

　田

　末

　喜

　様
　
馬
場
第
二

　
　  

故
　
内
田
ケ
サ
エ
　
様

　
▼ 

成

　松

　重

　久

　様
　
東
里

　
　  

故
　
成
松
　
安
馬
　
様

　ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族

の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、

同
意
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

　皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
寄
附
金

は
、
各
事
務
所
（
各
町
）
に
お
け
る
福

祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
▼ 

鵜

　殿

　敏

　子

　様
　
尾
茂

　
　  

故
　
鵜
殿
　
秀
也
　
様

　
▼ 

本

　田

　一

　郎

　様
　
八
斗
木

　
　  

故
　
本
田
ア
ヤ
子
　
様

　
▼ 

市

　田

　靖

　彦

　様
　
馬
場
第
二

　
　  

故
　
市
田
　
　
保
　
様

　
▼ 

杉

　野

　安

　信

　様
　
尾
茂

　
　  

故
　
杉
野
マ
チ
ヨ
　
様

○
　
瑞
穂
事
務
所

　
▼ 

永

　田

　和

　寿

　様
　
長
崎
市

　
　  

故
　
永
田
ハ
ル
ヱ
　
様

　
▼ 

森

　田

　博

　明

　様
　
船
津

　
　  

故
　
森
田
　
高
廣
　
様

　
▼ 

柿

　山

　博

　己

　様
　
岩
戸

　
　  
故
　
柿
山
タ
ヅ
エ
　
様

　
▼ 
長

　田

　寛

　徳

　様
　
高
田

　
　  
故
　
長
田
　
實
衛
　
様

　
▼ 

池

　田

　伸

　吾

　様
　
長
崎
市

　
　  

故
　
池
田
　
常
男
　
様

○
　
吾
妻
事
務
所

　
▼ 

吉

　本

　
　
　久

　様
　
三
室
四

　
　  

故
　
吉
本
ミ
ヅ
ヱ
　
様

　
▼ 

田

　口

　明

　正

　様
　
牛
口
四

　
　  

故
　
田
口
　
辰
明
　
様

　
▼ 

立

　山

　和

　美

　様
　
田
内
川

　
　  

故
　
立
山
　
文
隆
　
様

　
▼ 

岩

　永

　
　
　薫

　様
　
牛
口
東

　
　  

故
　
岩
永
ナ
ツ
ヨ
　
様

　
▼ 

髙

　橋

　力

　弥

　様
　
布
江

　
　  

故
　
髙
橋
　
　
覺
　
様

　
▼ 

中

　川

　善

　文

　様
　
河
内

　
　  

故
　
中
川
　
善
嗣
　
様

　
▼ 

渡

　辺

　定

　男

　様
　
平
木
場

　
　  

故
　
渡
辺
　
　
怜
　
様

　
▼ 

熊

　﨑

　宏

　喜

　様
　
大
熊
二

　
　  

故
　
熊
﨑
　
春
吉
　
様

　
▼ 

宮

　﨑

　圀

　香

　様
　
田
川
原

　
　  

故
　
宮
﨑
　
定
彦
　
様

　
▼ 

寺

　田

　孝

　喜

　様
　
古
庄

　
　  

故
　
寺
田
　
　
繁
　
様

　
▼ 

村

　田

　
　
　篤

　様
　
吹
ノ
原

　
　  

故
　
村
田
ス
マ
子
　
様

　
▼ 

大
久
保

　ス
ヱ
子

　様
　
大
熊
二

　
　  

故
　
大
久
保
廣
信
　
様

　
▼ 

平

　野

　惠

　子

　様
　
中
阿
母

　
　  

故
　
平
野
　
　
進
　
様

○
　
愛
野
事
務
所

　
▼ 

上

　町

　哲

　夫

　様
　
桜
山

　
　  

故
　
上
町
ス
エ
ノ
　
様

　
▼ 

松

　尾

　三
恵
子

　様
　
幸
町

　
　  

故
　
松
尾
量
太
郎
　
様

　
▼ 

永

　野

　俊

　子

　様
　
山
沢

　
　  

故
　
永
野
　
則
明
　
様

　
▼ 

髙

　田

　信

　子

　様
　
本
町

　
　  

故
　
髙
田
　
忠
彦
　
様

　
▼ 

永

　尾

　修

　平

　様
　
田
端

　
　  

故
　
永
尾
タ
マ
エ
　
様

　
▼ 

貝

　田

　タ

　ズ

　様
　
有
明

　
　  

故
　
貝
田
　
繁
雄
　
様

　
▼ 

田

　﨑

　千
恵
子

　様
　
平
和

　
　  

故
　
田
﨑
ア
サ
エ
　
様

○
　
千
々
石
事
務
所

　
▼ 

林

　田

　春

　利

　様
　
桂
ノ
迫

　
　  

故
　
林
田
　
二
重
　
様

　
▼ 

冨

　永

　一

　市

　様
　
西
中
組

　
　  

故
　
冨
永
キ
ミ
ヨ
　
様

　
▼ 

永

　友

　導

　彦

　様
　
須
ノ
崎

　
　  
故
　
三
浦
　
住
義
　
様

　
▼ 
嶋

　田

　芳

　子

　様
　
上
塩
浜

　
　  
故
　
嶋
田
　
金
光
　
様

　
▼ 

立

　尾

　崇

　文

　様
　
犬
丸

　
　  

故
　
立
尾
　
　
崇
　
様

　
▼ 

内

　田

　勝

　利

　様
　
下
狩
場

　
　  

故
　
内
田
　
チ
ノ
　
様

　
▼ 

宮

　﨑

　昭

　彦

　様
　
峯

　
　  

故
　
宮
﨑
　
　
新
　
様

　
▼ 

岩

　本

　カ
セ
ヨ

　様
　
岡
東

　
　  

故
　
岩
本
　
　
等
　
様

　
▼ 

小

　川

　末

　敏

　様
　
平
和

　
　  

故
　
小
川
　
末
次
　
様

　
▼ 

濱

　﨑

　鶴

　喜

　様
　
塩
屋

　
　  

故
　
濱
﨑
　
幸
八
　
様

　
▼ 

田

　中

　ヨ
シ
エ

　様
　
下
塩
浜

　
　  

故
　
田
中
源
次
郎
　
様

　
▼ 

奥

　野

　英

　美

　様
　
日
ノ
田

　
　  

故
　
奥
野
　
　
強
　
様

　
▼ 

床

　井

　俊

　介

　様
　
犬
丸

　
　  

故
　
床
井
　
一
郎
　
様

　
▼ 

木

　嵜

　敏

　男

　様
　
犬
丸

　
　  

故
　
木
嵜
　
戸
一
　
様

○
　
小
浜
事
務
所

　
▼ 

島

　﨑

　清

　晴

　様
　
加
美

　
　  

故
　
島
﨑
美
津
子
　
様

　
▼ 

中

　村

　彦
次
郎

　様
　
平
松

　
　  

故
　
中
村
　
知
喜
　
様

　
▼ 

馬

　渡

　孝

　一

　様
　
宮
ノ
丁

　
　  

故
　
馬
渡
　
　
　
　
様

○
　
南
串
山
事
務
所

　
▼ 

光

　永

　
　
　隆

　様
　
妙
見

　
　  

故
　
光
永
　
和
代
　
様

　
▼ 

寺

　田

　三
千
裕

　様
　
上
大
良

　
　  

故
　
寺
田
　
勝
衛
　
様

　
▼ 

本

　村

　康

　則

　様
　
白
頭

　
　  

故
　
本
村
　
英
美
　
様
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「
こ
の
広
報
誌
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

　
　
　
会
費
・
寄
附
金
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
」

　
　
　
※
毎
号
綴
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

香水は効果的につけよう
　私はこん歳ばってんか、おしゃれさんやけん
外出するときは香水ばつけるとさ。でもさ、ど
んくらいつけてよかとかわからんやろ。つけす
ぎたら周りの人に迷惑にもなるしね。私の知り
合いには、子どもの学級集会に参加して、他の
保護者の香水の匂いのきつくて気持ち悪くなっ
て、蕁麻疹の出たて言う人もおったけんね。
　だっけん効果的に使わんばね。体温の高めの
ところ、例えば耳の後ろとかうなじ、ひじとか
ももの内側、膝の裏とかに数カ所に分けて少し
ずつつけたら効果的てよ。でも、濃いか香水は
肌に直接つけたらシミの原因になることもある
らしかけんか、下着とかにつければ安心バイ！

の巻
　
幼
い
頃
、
父
が
運
転
す
る
車
の
助
手
席

に
同
乗
し
て
い
て
、
急
ブ
レ
ー
キ
の
際
に

気
付
く
と
父
の
左
手
が
私
を
支
え
る
よ
う

に
私
の
胸
の
あ
た
り
に
伸
び
て
い
ま
し
た
。

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
し
と
る
と
や
っ
け
ん
大
丈

夫
や
ろ
う
に…

」
と
考
え
な
が
ら
も
、
な

に
や
ら
暖
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
20
年
程
が
経
ち
、
自
分
が
親

に
な
っ
た
今
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
時
、

自
然
と
父
と
同
じ
よ
う
に
助
手
席
の
娘
の

前
に
手
を
出
す
自
分
が
い
ま
す
。
何
か
の

歌
に
あ
り
ま
し
た
が
、「
ど
ん
な
愛
も
か
な

い
は
し
な
い
、
さ
り
気
な
く
そ
し
て
尊
い
」

い
つ
の
時
代
も
親
の
子
へ
の
思
い
と
い
う

も
の
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
自
分

　
　
　
の
子
ど
も
へ
の
虐
待
が
増
え
て
い

　
　
　
ま
す
が
、
信
じ
が
た
い
も
の
が
あ

　
　
　
り
ま
す
ね
。
親
父
も
こ
ん
な
私
を

　
　
　
空
か
ら
見
て
る
か
な
〜

雲仙市社会福祉協議会

生活福祉資金
教育支援資金のご案内

　教育支援資金は、低所得世帯を対象と
して高校、高専、短大、大学へ進学する
際に必要な経費および在学中にかかる諸
経費として借りることができる資金です。
　就学に際し、授業料、生活費、交通費
等に必要な費用としての教育支援費、入
学に際し、準備等としての就学支度費が
あります。

◆貸付対象世帯　低所得世帯（所得基準は
　各世帯構成等によって異なります）

◆貸付限度額
　○教育支援費
　　・高校…月額 35,000 円以内
　　・高専…月額 60,000 円以内
　　・短大…月額 60,000 円以内
　　・大学…月額 65,000 円以内
　○就学支度費
　　・全ての就学先において
　　　500,000 円以内

◆据置期間　　卒業後６ヵ月以内
◆貸付利子　　無利子
◆連帯借受人　就学する者
◆償還期間　　据置期間後 10年以内

◆申込に必要な書類
　○生活福祉資金借入申込書（所定）
　○世帯全員証明の住民票
　○世帯で収入のある者全員の所得証明書等
　○合格通知書、入学許可書、在学証明書等
　○長崎県育英会・日本学生支援機構奨
　　学金非該当証明書等
　○連帯保証人の所得証明書等
　○就学支度費の内訳が分かる資料
　○教育支援費で長崎県育英会及び日本
　　学生支援機構の奨学金を受けており、
　　不足分を申請する場合は必要経費の
　　内訳がわかる資料
　＊上記の以外に追加資料の提出をお願
　　いすることがあります。

◇他法優先の原則がありますので、他の
　公的制度（母子寡婦福祉資金・奨学金等）
　の活用が優先となります。
　　詳しくは、
　雲仙市社会
　福祉協議会
　各事務所ま
　でお早めに
　ご相談くだ
　さい。

この広報誌は、揮発性有機化合物を一切含まない
NON-VOC 植物性インキを使用し、有害な廃液が
出ない「水なし印刷方式」で印刷されています。


